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南島つれづれの言己その1(イキマ島の沈没)

矢崎済貫(燃料梛)

はじめに

筆者は明日ヨ空港から｢いわゆる南行便｣にのって宮

古諸島を訪れたのが昨年の7月までに7回をかぞえ

のべ滞在日数200目弱にたる.この間には夏雲が美

しい東支那海での海洋地質調査季節風にのって気象台

(宮古)はじまって以来の雷の降る冬の日正月休みを

海水浴ですごした目地鳴で起こされた地震の朝ベト

ナム行きのB52への空中給油の大音響TV放送を生で

見られた目の感激など多くの懐かしい思い出カミよみが

えってくる.

筆者が最初に宮古島を訪れたのは1969年11月10目の

ことで渡航も自由ではたく米軍の許可が必要とされて

いたしかし佐藤ジョンソン会談(1969)がはじま事

前のこともあって多少簡略化されていたように思う.

そのようなことと関係するのか抗議デモやジグザグ行
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造の熱風の前の静けさというのかいたって落ち着きの

ある日々のように記憶している.その後1971年の復

帰前の6月以後毎年のように変わりゆく島々のようすを

みつめてきた.この間に筆者が体験したいくつかのこ

とがらを｢メモ｣風に綴ったものカミこの雑記である.

第1図位置図

原始目本人の発祥地は宮古か?

沖縄への旅行ガイドや市町村の観光協会が出している

キャンペン用のポスタｰには南十字星が見える亜熱帯

の島海と空と太陽七色に変わるサンゴの島などのキ

ャッチフレｰズをよくみうける.たしかに美辞麗句

にいわれるよ.うに多くの自然と伝統的文化にはぐくま

れた魅力のある島々である.ここで紹介する宮古諸島

はそれぞれ異なった香りのする文化とことなった伝

統どこと妊る方書があるように島それぞれ特有の文

化と何世紀かにつちかわれた人間的な個性ゆたか匁島

々である.

イラプクリマ

宮古諸島には宮古島伊良部島下地島来間島

クラミイナ

池間島大神島多良間島および水納島がある.この

ほか無人島のフチ岩が大神島の北東8kmの洋上にあ

る.これらの島々の中で多良間島と水納島は宮古

島の南西約63た皿の洋上にある離島苦で代表される過疎

の島であり古くは流人の島とされていた.

柳田学と呼ばれる民族学の大先生柳開国男は1952年

に｢海上の道｣という表題で原始目本人がこの極東列

第2図ユ969年11月ごろの那覇空港｢日本円は売切れました｣のスナッ

ブ�
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島に最初に上陸してきたのは南島ではないかという問題

を提起しておりしかもその一説として宮古島の名を挙

げその時を今から約2,000年前と大胆な仮定ではあ

るカミ目本研究の結論としている.この仮定の根拠とし

ては多くのことが理由とされているであろうがシプ

レヤニモタ･シプレリアニュラスという宝貝のもっとも

多く産出する宮古島と柳困の常時いだいていた漂着の

思索が大きな要因になっているように憩える.現在で

も多くの若い人たちに愛謂されている｢椰子の実｣の歌

は島崎藤村が先生の話を聞き書いたことを｢海上の道｣

の中でのべている.漂着の思考は偉大なる民族学者

の晩年に抱いた人間味ゆたか校哲学であったようにも感

じとれる.この仮説は定説とならず｢大いなる発

展性｣を持つ説だということが沖縄民族研究者達に是

認されているようである.

宮古では宝貝のことをスビ貝と呼んでおりその昔

琉球王国から輸出品として一船で550万個や39万個の宝

貝が支那へ搬出されている資料(歴代宝案記載)がある

第3図宮古島の目の出と夏雲平良港は暗礁が多く危険なため夜

着いた船は目の出まで｢沖泊｣して明るく怒ってから入港する

第5図1971年6月大陸タナの崖より引き上げた細粒砂岩

みためは硬く古第三系ぐらいに考えていた茄

有孔虫分析の結果鮮新世とわかる
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第7図琉球弧の構造区分花開岩年令の単位は100万年(1972小

西による区分)

ことからかなり豊富の宝貝を産したことは事実であろ

う.

第4図1971年6月夏雲湧く東支那海での海上調査

第6図宮古島の税はかりr人頭税石｣右にみえる石は役人のすわる石である

後の人家のまわりは風よけのため石灰岩を積み上げた石垣�
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目本をふくむ極東方面で宝貝を産する地域は沖縄

先島の珊瑚礁地域に限られている.その中でも宮古島

の周辺には広い大干瀬がいくっかあってもっとも美

しい珊瑚礁がみられることからその昔もおそらく多く

の宝貝を産出していたものと予想される.このような

ことが宮古島を日本人の発祥地に想定された理由の一

つである.中国では大音の｢段の世｣から｢秦｣の始

皇帝が銅を通貨として鋳造するまで宝貝が通貨の最た

るものであった.その事は売買関係財産関係貸

借関係等の漢字に｢貝｣の一字が入っているのでも想像

できる.たとえば売買貨財販資貧賃

貸費貨財賑購賊見易貰賀らの文字に

｢貝｣の字があるのは宝貝が通貨であった証拠とされ

ている.特に黄色いだ円形の輪を持っているシプレ

オモニタシプレリアニュラスの二種の小さな宝貝は

最大な価値があって当時の人々の利慾願望の中心であ

ったようである.

柳田学のもう一つの漂着の思考は最近の海洋調査や

AMTX調査の成果に多くの結果が期待される.何回

か宮古島海岸の調査を実施してみて漂着物の多い浜は

北東海岸であってとくに島尻から吉野にかけての砂浜

が顕著である･季節風は11月中旬より1月の末頃

までがもっとも強く2月になれば東支郡海低気圧

(台湾坊主)の季節となる.

いつの目の調査か明らかな記録はないが与那浜崎の

海岸で｢毛沢東｣の言語録(文革の折に紅衛兵が手にし

ていた)を拾い感心したことがある｡このほか榔子

の実や木材(根のついた)らを多く見うけたり先島尻

層鮮の転石を拾い集めた思い出がある.このようなこ

とから潮流と季節風との法則に照らしてみて大陸か

ら人が漂着したのはこの島では恋かったろうかとジう

説もうなずける.それを意味ずけられるかどうかは疑

いがあるが福山海岸の断崖の中腹に石畳をみごとにし

きつめた洞窟がいくつか発見したがおそらくその当時

のものであるまいか.

宮古の島々には近世に入ってからまで唐人漂着の事

実が折々ある.とくに明治6年宮国海岸で坐礁した

ドイツ商船や多良間島に漂着したオランダ商船らの遭

難の記録が残されている.このような大きな船は当

時としても一つの事件として歴史のなかに記されている

が多くは小人数の小船であって島民と接することも

なく帰っていったものも住みついたものもあるという

考えが妥当のように思われる.このようたことをも

っともよく伝える伝説が水納島にみられる｢百合着｣

物語であろう.

島の四季

黒潮が洗う島々の調査期間は台風シｰズンをさけて

そのほかの期間(10月～7月)を7回の調査で体験した.

東京をたつ時は大寒のさなかだからと多少多くの衣服

を準備する.だが年間平均気温23.Cという気温は

何回いっても予想が狂いいたずらに荷物運搬をやって

しまう.この島々の四季は顕著ではたい.年間を通

じて花が咲き虫が鳴き蝶が舞う.しかし現地の人

々の服装は本土と同じようにコｰトを着たりアノラッ

クを身にっけたりしている.寒いユ月の末に羽田を出

発しで王,800km離れた宮古空港に降りたってみると

太陽はサンサンと輝き夏雲が浮いている様子はまさに

別世界である.気温は27.Cクｰラｰが必要となる.

それにしても早いものである.スモッグで淀んだ東京

を10時に出発して夕方4時には自然がいっぱいの島に

着き肌にくい込むオゾンを感じる.まさに冷蔵庫か

ら引きだされたビｰノレ瓶のように気化熱であせをかく

体調が気温に同調するまでは2～3目が必要である.

そσ)2～3目は東京の夏と同様な暑さを感じるが体

調が現地の気候になれるようになると亜熱帯の祠とい

えども寒さを感じ引rがある.寒いといって毛,朝夕

息が膚くみえる門はなかったように記憶する.6ヵ年

つき合った安田さんは毎朝USA製の温度計をみてく

るのが日常で今朝は何度と報告してくれたが冬の期

間でももっとも低い温度が9竈Cであった.彼の話して

はこのコ島には9年に五度位の割合で霜が降るという.

それが昨年の3月,3肖宮古気象台はじまっていらいの

雷が降った.ちょうど雷の降った目は伊良部島の南

岸を調査中であまり寒いので半袖の作業衣の上に雨合羽

を着て昼食を取っていた頃宮古島の北部狩俣付近に後

第8図1971年6月尖閲列島の魚釣島南斜面地層の走向がN60個テ

ップが14.NWでやや緑色をし淀細粒砂岩と灰色頁岩のリズミ

カルな互層である�
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2c㎜内外の雷が降ったと後で聞かされた.現地の人々

は電というものを見たことも聞いたこともなく勿論

雪についても同様でしばし何ものかと迷ったとのこと

である.1970年の正月は宮古島ですごした.たし

か現地では正式に正月休をとれた最初の年で何とな

く手持ぶたさの休みであったようである.

しかし子供達は大いに寒中の海水浴をエンジョイし

ていた.おかげで筆者も正月休の海水浴を体験出来た.

冬の海水浴といっても黒潮をもろにうけるこの島では

水温が23～25.Cで気温は27.C内外で東京での海水浴

と余り変らない多少風が強いことが寒さを感ずるだけ

である.宮古島の正月ははなやいだものではない

丸餅を焼いて食べる程度のことだとあるレストランの

オカミさんが話してくれた.本土のようにたくさんの

料理をつくることも恋く守護神と仏壇に食塩と酒を供

え新年の諸々の祈願をしてから戸主を中心に献盃をし

て祝う非常に簡素な行事である.これに比較して旧

1月16目は16祭と呼んで大変柱ご馳走が出るし大勢

の親族が集まる.本土の盆と正月が一諸に来たようだ

観がある.

この期間の旅行はなるべくひかえるのが賢明である.

2月から3月は連日の如く雨雲がたれさがり野外調

査に多くの障害にあう季節である.いわゆる東支郡海

低気圧(台湾坊主)がこの付近から発生し北上して日

本列島外帯の大都市に春の大雪をもたらしている.こ

の低気圧の発生機構の究明のため世界の気象学者が参集

してAMTXという大がかりの研究が2月～3月にか

けて実施されている.この頃の空はちょうど東北地

方の晩秋にみられるように千変万化しまさに｢女心と

秋の空｣である.この島に降る年間降雨量は2月～

3月にかけてのものと5月～6月にかけてのいわゆる

梅雨時期の雨と台風によるものが主である.このう

ち2月～3月頃に雨の少ない今年のよう狂年は梅雨

時期が長くかつ雨量が多いといわれている.したがっ

て2月～3月頃に雨の多い時は梅雨時がからっゆにな

る.

1974年の2月～3月は連日の雨で参ったことがある.

とくに雨あしの早いのと雨量の多いのには驚く雨具

をつける間もなくものの2～3分でずぶぬれになって

しまう調査用具も写真機もしばらくはまったく使用

不能になってしまう.とくに宮古島のように樹木の少

抵い島では逃げる場所がなくずぶぬれを覚悟しなけれ

ばならない.そうかといって常時雨具つけているには

とても暑くて辛抱できないし傘では風に抵抗できえず

降参した苦い経験がある.

本土でいう春の4月～5月にかけては桜の花をみる

ヤエピシ

ことも恋く春蝉(イワサキクサゼミ)と八重子瀬の

時期となる.春蝉は九州南部から南西諸島にかけて

生息する本邦でもっとも小形の蝉で東北や北海道でみ

うける｢アブ｣によく似ている.鳴声は態形に比較

してしげくとくに多量発生するのか他人との会話が

出来たいほどないてくれるし人恋うるごとくどこにで

も来てはとまり鳴いてくれる愛らしき蝉である.

｢干瀬はさながら一条の練絹のごとく白波の帯を

もって島を取り巻き海の瑠璃色の濃淡を劃している.

月夜などにも遠くから光って見える.雨が降ると潮曇

りがここでぽかされて無限の雨の色と続いてしまう｣

これは柳田国男の｢干瀬の人生｣の書き出しである.

春の大潮は例年4月の初めにみられる.宮古島の周

辺には多くの千瀬がありその代表的なものが八重子

瀬という干瀬で池間島と大神島の東北フチ岩に接近し

て顔を出す.この八重子瀬は宮古本島に匹敵するほ

どの広大狂ものである.この八重子瀬はふだんは2

m足らずの海底にかくされている暗礁であるが干満の

差のはげしい大潮のときには干潮時に海の表面にあら

われる.とくに旧3月3目の｢サニツ｣と呼ばれる

浜下りの目には人びとは老若男女こぞって八重子瀬に

出かけて魚介をとり弁当をたべ楽しい1目をすごす.一

この八重千瀬には百ぐらいの干瀬があり粗かでもっ

とも大きなものは｢ドウビシ｣と呼んでいる.その大

きさは池間島と来間島を合わせたくらいである.こ

のほか東海岸にも2～4の小さな干瀬がある.この

時期の海岸の調査は非常に効率がよいふだんはある

けない浜でも多少海に入ることを覚悟すれば島の大部

分は回れるからである.とくにラグｰン(礁湖)の浅

瀬をつたってリｰフ(礁縁)にでられ外洋の真黒い海

の底が多少でも見られることである.

干瀬の期間は4月～5月にかけて干満の差がはげし

く与那覇湾や大浦湾は対岸まで海の中をあるくことも

出来るし分単位で海の幸を多くえられ調査の帰路蛤を

たくさんとりすぎて処分に困ったことがある.

宮古島での夏の経験は1971年の夏と昨年の夏の2回

である.1971年の夏は主として船上での生活で暑

さも潮風に消され余り気にならたかった.しかし昨年

の夏は多良間島と宮古本島で沖縄の夏を満喫した.

現地の人々は沖縄をみるならば夏に来ることだという.

特に宮古本島から多良間島に旅をするならば夏が最

もよい.冬の期間は海が荒れ長逗留を覚悟しなけれ'

ばならない.このようなことは沖縄を旅行する人た�
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ちの普通の常識であるという.たしかに冬の目に多食

間にわたるのは大変なことのようである.1969年の

冬伊良部島の白鳥崎から多良間通いの船をみたが大

海原に木葉のごとくゆれる船体をみていまに沈むので

はないかと心配しながら船影を追ったことカミある.

6月のはじめには梅雨があけるのが例年のことのよ

うであるが昨年は2月～3月に雨カミすくなく長い梅雨

であったとのことであった｡1971年の夏の東支那海で

の海洋調査の時は6月4目スタｰトしたが連日好天気

に恵まれ作業計画が100%十αで大いに海上での生

活をエンジョイした.

おかげで事務長とコック長が入港のたびに食糧の仕

入に多忙をきわめたようである.それにくらべて昨

年の6月は梅雨が長かったこともあって｢スカッド｣

晴れ上った目ざしは少ないように思えたが7月に入る

と海はギラギラと輝き汁はダラダラ流れるしのど

がかわき｢グリム｣のおとぎ話の｢姉と弟｣のように水

が飲みたくてたまらぬ日々を送った.しかし水は島

それそれによって事情が異たり辛抱したければならない

ことが多い.珊瑚礁の島に特有の砂浜は考えただけ

でも暑さを感じるし実際砂浜は｢テリカエシ｣と焼

砂で足裏がいたい.だが浜には浜風が常時吹いてい

るので思ったより涼しい.浜風といえば大神島や来

間島の分校におじゃました時に校長先生が校舎のノギ

下に机を持ち出して来ており夏に怒れば｢ここが職

員室になります｣といわれた.なるほど周囲に壁のあ

る教室より浜風のあたる日陰のノギ下のほうがはるか

に涼しい.

羽田を出発する時完全装備をした一行に合った石垣

島での野外調査をするのだそうだ･まさに虫一匹も

入る余地の粧い服装である.勿論行く先の島と目的に

よっては完全装備が必要であろう.とくに石垣諸島

には｢ハブ｣も｢山ヒノレ｣もいることだし念には念を入

れることが肝心であるが余りにも風変りの服装にみえ

る.筆者が多良間島に滞在していた折りに某大学の

先生が昆虫採集にこられた.その服装をみると羽田

でみた先生方と同じように完全装備である.翌日その

先生の服装は小生らと同じように不完全な｢ラフ｣た

作業姿になっていた.やはりこの島では虫一匹も入

らぬような服装では仕事が出来ないのである.6月～

7月にかけて野外をあるいてみて感じることは本土の

常識的な服装ではとても夏の野外をあるくことは困難で

ある.肉体を出して硬い石灰岩をたたくことは常時危

害にあう･しかし多少の外傷よりも暑さの方が辛抱

できない.このようなことから小生の外業鞄の中に

は外傷用の｢マキロン｣･｢バンソウコｰ｣および蚊と

り線香を常時入れておく.蚊とり線香は目陰や風

のない茂みのなかでの作業には欠かすことが出来ない.

実際は気やすめだけで余り効果はない.

サンサンとふりそそぐ夏の太陽は熱いのではなくい

たさをかんじる.1974年の6月同宿していた青年が

2～3目海水浴にいっただけで全身火ぶくれに放り完

治するまで3ヵ月かかったという手紙をもらったことが

ある.現地の人々は海水浴は目中でかけない太陽

の昇る前か太陽の沈んでからである.火ぶくれとい

うと筆者も昨年の夏胸のポケットに入れていた金属

性のライタｰの反射で大きな火ぶくれが胸に出来て驚い

た.服の上からのことである1勿論直接太陽にさら

されている腕は2～3日すれば水ぶくれが出来てむけ

てしまう.このようなアクシデントg放かでの外業は

服装にしても機材にしても多少の配慮が必要である.

帽子とサングラスは必需品とされるが実状は風が

強いこともあって飛ばされることが多くてわずらわしい.

サングラスは岩石を見る時にかけたり取ったりするこ

とによってかえって目がつかれてしまう.金属性の

クリノメｰタは反射で目がくらむ出来るだけ木製が

よいように思う.

よくいわれるが｢郷に入ったら郷に従え｣でとくに

服装の点では現地の人々をまねることである.現地の

人たちは余り帽子をかぶらないし運転手をのぞけば

サングラスも着用していない.よく見うけるのは手

拭を頭にかぶるスタイノレである.筆者もそれをみなら

い帽子もサングラスも使用せず何んとか日射病にも

ならずにすごせたことが不思議に思う.

今考えてみれば宮古島の島々は以外と夏がしのぎよ

いのではないかと思う･現地の人々は夏がもっとも

よいから夏に来なさいという.そのような理由が夏

を体験してみてはじめて理解出来たような気がする.

1969年11月から1970年1月の初旬にかけての60日間を

宮古島ですごした.寒い国での生活の長い筆者にとっ

てはなんとも言いようのない年末年始を体験した.

事実寒中に海水浴が出来るし目ざしは強いし目中の

最高温度は25～28.C内外示し冬という認識がうすれ

てしまう.でも11月から1月にかけての季節風は想

像もつかないほど強い風である.宮古島と沖縄本島間

の空路にはYS11の機種で飛ぶのであるが風速が20

m内外になると欠航する.季節風の強いこの期間は

しばしば欠航があって2～3日続くことがある.風速

20mといえばちょっとした台風なみで野外の作業は�
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多くの危険がともなう.島の大部分の海岸は断崖で

そのうえに第三紀層と石灰岩の境いがその8合目か9

合目に位置している関係上どうしても断崖の上にあが

ったり下がったりしなけれぱならない.しかもその

頂上付近の断崖は硬い石灰崇のため垂直の壁である.

この壁に手足をかけ下から吹き上げて来る砂混りの強い

風にあうと不安定抵足場とたたきつけられる岩片の

痛さとがあいまって恐怖を感じる.しかし風のあたら

ない目溜は半袖1枚でなお汗をかき暑さをおぼえる.

宮古の島々は年間を通じて風が強いカミ季節風の吹

く期間がいろいろの点で大変な時期のように思う.

そのようなことが理由になるのかサンゴ石灰岩の｢ノ

ッチ｣やキノコ状の風化を示す石灰岩が北海岸に顕著で

ある.

イキマ(Ikima)島は沈没したのか

東京地学協会報告第7年報(明治19年西暦1885)と

いう報文の中に沖縄宮古八重山紀行.賀困真一氏の

論文がのっている.その論文の付図73万6千分の1

｢日本沖縄宮古八重山諸島地質見取図｣(AGeo1og1ca1

�整捨�慰潦��猱慮摯晏歩�睡��歯慮�

Yaeyama)のなかに宮古本島南南東約37kmの海上に

イキマ(I良ima)島東西4km南北1.5～2km一の島が明

瞭に記入されている.

このほか柳田国男の｢海南小記｣(大正14年)の中

に挿入されている付図(宮古列島)のなかにもイキマ島

として記入されている.この両方の地図とも何らか

の地図からの引用したものであることは紀行文ならびに

報文らの内容からうかがわれる.しかし現在(少なく

とも昭和9年頃)の地図には海図を含めてみても島は

勿論痕跡らしきものも記入されてい鮎･.そうかとい

って両人が引用した地図がそうデタラメのようにも考

えられない.

その理由としては現在の20万分の1にも入っていな

い｢フデ岩｣(現存する鳥である.現在の5万分の1

には記入されている無人島)らが明瞭に認められて

いること.地質学を専門とする立場の賀田氏は職業

上そうデタラメな地図を使用しないだろうという推測.

とくに柳田は地名放その研究の立場から多くの地図を

集めていたことは有名である.とくに当時としては

大変なことであったはずの5万分の1地形図を明治42

年(1909)にすでに全国のものを手に入れている.そ

のほか宮古周辺の島も現在と寸分も変わっていない.

このことは八重山諸島にも沖縄諸島につv'てみても

同じように変わってはいない.このようなことからこ

の地図はかなり信懸性がありそうに思える.

賀困氏の地図と柳田氏の地図とでは約40年聞の｢ズ

レ｣がある.したがって現代のように情報文化が進ん

でいたとすればイキマ島は少なくとも40年以上島とし

ての形態をとどめていたことになる.しかし現地の古

老に聞いても古い文献を見てもこの島にふれた話しや

記述はたい.また当時者である賀困柳田らの報文

ならびに紀行文のなかにもこの島については何らふれ

ていない.

そこでここで取りあげたイキマ島の入った地図はい

ったいいつごろの地図カミ原図となっていたのかあるい

は柳田の｢海南小記｣(大正14年)が出版した頃まで現

存していたのか昭和初期に沈没したのか多くの謎が

生まれてくる.

第9図パパイアの実年間通じて食べられる

乙汰味がする現地の人は油でいため

ておかずにする

第10図アダンの林うれだ実は赤く色ずき食べられそうであるが食べられないという

(その後わかったことであるが食べる地方もあるという)地質屋泣かせの樹木

である�
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そこで賀田氏が引用したと思われる明治初期の地図

の歴史をひもとく必要がある.とくに琉球国→島津

の付庸地→日本国という行政上の経過をへて来たさ

いはての島の地図ということになると多くのあいまい

な点がある.しかし地図の上からみるとか租り古

い時代から小琉球大琉球ミヤコ諸島とv'う言葉

の上の概念はあったようである.そのことは1570年

頃の世界地図や東インド図などに描かれている琉球国

が入った地図としては1585年頃の行基型目本地図が最

初である.その後慶長図(1605)正保図(1644)

元禄図(1697)享保図(1719)の四回にわたって大

目本国興地図が調製されているが南西諸島は入ってい

ない.この4組の地図のうち慶長図は年代からみて

当然目本国に入っていないこともあって当然であるが

その後の3枚の地図の時代にはすでに日本国に帰属し

ていたにもかかわらず入っていない.このことは島

津の政策上の理由に起因しているように思われる.元

禄以後の国絵図は1世紀以上も中断され文政四年

(1821)に伊能忠敬らによる実測目本全図が完成しそ

れを天保国絵図と呼ばれているものである.しかし伊

能は九州の沿岸や伊豆七島の実測を実施しているが

琉球列島についてはふれていないことからこの地図に

も入っていないことが推測される.伊能図は秘図と

してあつかわれ一般に公開されず半世紀後の慶応3年

(1867)にはじめて｢官版実測目本地図｣として発行

された｡明治3年(1870)にはその地図が大学南校

によって再刊されている.

その後明治10年(1877)には伊能図を基礎にして

従来の地券図や諾図を参考にして160万分の1の｢日

本全国興地図｣を作成している.さらに翌年の明治11

年(1878)には参謀本部を設けて地図課と測量課が出

来ている(のちに地図課と測量課は明治21年(1888)

陸地測量部として独立している).そこでの最初の仕事

は三角点を置かない実用的な地形図作成に着手してい

る･これとともに全国の概観図を必要としたので伊

能図を基図として天保国絵図および各府県の資料によ

って縮尺20万分の1地図が編集されている.これが

｢輯製20万分の1地図｣と呼ばれ経度1度緯度40分

ごとの図画に区切られ地形の表現はゲバ式を用いてい

る･この地図は明治初期のわが国の代表的枝地図で

あるとされている.

以上のように日本の地図の変遷をみてみても琉球

列島のさいはての小島がどの地図から記入されたか暖

昧な点が多すぎる･したがって賀閏氏が引用した地図

が｢輯製20万分の1地図｣からのものなのか多少の疑問

はあるが｢ゲバ｣式を使用していることなどからみると

妥当性があるようにも思える.しかし縮尺ならびに

尖閣群島の現在の魚釣島がHoapinsu黄尾礁(久場島)

がTiansuとなっていることからみると疑問も残る.

最近出版された｢宮古島与郡覇邑誌｣によると1843

年オランダ船が宮古を測量したことをしるしてある.

それによると｢本年12月1日大平山島にオランダ船1

第11図野生の｢トラノカハ｣東京で求めれば1鉢300～500円はするであろう

昭和44年～48年にかけてみられる

日最高気温･最大降水量および

最大風速

気
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琉球海域にお

ける

大地:董ミ記録

(理科年表昭和50年による)
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元禄9.5.2

宝永3

宝暦10.4.1

明和5.6.9

蓼目末口8,3.10

寛政3,4.11

天保13.3.7

明治31.9.1

筍月予台34.6.24
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琉球

窟古島

宮古島

宮古島

琉球

琉球

宮古･八重山群島

琉球

宮古島多良間

宮古石垣

奄美大島近海

沖縄

喜界島近海

宮古島北北西沖

奄美大島付近

琉球の鳥島地震付近の海底から噴火家屋土中に覆没津波あり

地震強く洲鎌村で早困1,210坪3尺沈下して水田と次る

府庫拝殿寺院仮屋などの石垣が崩壊した

死者が出た

城垣57カ所くずれる余震カミあった

王城三カ寺王陵極楽陵の石垣がくずれた津波(波高1苅)慶良間島民家9戸カミ損じた

震審は校ざそう津波により被害は甚大だった石垣島で最高28丈(一説によると約40m)

全体で家屋流出3,237溺死111741人(八重山地震津波)

津波来襲す

3月5回～14目に数十回の地震7目の地震で宮古島の石垣カ童崩れた

家屋半壊2山`ずれ石垣の崩壊

関東地方まで地震を感じた名瀬市内で石垣崩壊などの小被害があり小津波があった

那覇首里で家屋半壊3死者1人

有感域は関東に及び喜界沖縄奄美大島に被害カミあった.死者12人家屋全壊422

津波来襲平良港で振幅1～1.5m桟橋流失し帆船に損害があった

負傷9人その他小被害あり

隻乗組員181人上陸して海岸に天幕を張って16日間測

量して帰国した｣とある(当時から明治の初期までは

宮古島のことを大平山島と呼んでいる).そして測量の

方法は前山の福木に旗を立てていることからみておそ

らく交会方法か三角測量方法かのいずれかの方法で実施

したものと考えられる.以上は主として陸地での測量

ということになるが海図からの検討をする必要があ

る.

とくに宮古群島のように標高の小さい島カでは島の

周辺を回ることによってその全貌を知ることが出来るこ

とからむしろ海図からの引用の線がつよい.そのこ

とを実証するかのごとく現在でも多くの地図に引用さ

れていないフデ岩カミ当時の地図には筆ノ帽子として記

載されていること尖閣列島の島々を｢SU｣一州?とい

う記載になっていることならびに海図1号と呼ばれ

る釜石港図の磁北と真北を表現する凡例記号が類似して

いる.そこで海図の歴史をみてみると明治4年

(1871)の海軍水路局の創設にはじまりその年にはす

でにフランス･イギリスらの軍艦に測量を許しており

柳櫓悦(水路局創設者)を艦長とする｢春同艦｣はイギ

リス軍艦｢シルビア号｣と共同して北海道沿岸の測量を

行なっている.｢春日｣はこの帰途に釜石港の測量

を独力で実施(海図1号)して自信をつけている.そ

の後明治5年頃より明治12年頃にかけて第2丁卯丸

日進千代閏らの軍艦によって本土周辺放らびに台湾

朝鮮沿岸の測量に従事していることが明らかにされてい

る.このようなことから賀田氏が引用した地図は

｢輯製20万分の1地図｣よりも海図より引用したよう

に考えられる.

一方柳田氏の引用した地図は年代的にみても40年の

後のことでありすでに5万分の1地形図も全国的規模

で出来上がっていることもあってそれらを基図として

つくられていた地図のように推測される.そのことが

地図のうえにも表われている.すなわち賀田氏:の地

図には現在の下地島が八重子瀬と同様な暗礁として

あっかわれているが柳田氏の地図には｢ゲバ｣がつい

ており現在の下地島と余り変わっていない.このよ

㌣･つ^

))ギ

1＼ム筆ノ帽子

池間島

儀

犬神島

㍗虹

里宮古

イキマ島

押

第13図

賀因真一(1885)氏の付図

にみられるイキマ島現

在の下地島が暗礁としてあ

つかわれている�
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一宮古島宮古列島
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命妓

べ鶏淳違

竜苧干瀬

憎k

来間島

百名岬

め'

イキマ島

第14図柳田国男氏の｢海南小記｣(1925)に挿入されている地図この地図では現在の下地島か陸

化されており｢ゲバ｣がすでについている

う低地図の歴史のなかからみて賀田氏の引用した地図

は海図の可能性が強いし柳因氏の引用した地図は5

万分の1地図を基図としてつくられたものであろうとい

う結論になる.この筆者の考える結論が正しいという

ことになればイキマ島は宮古島の南の小島として何年

間は存在したことになるし下地島は比較的現代に

陸化した島ということになる.

海面に僅かに露出していた下地島や

暗礁ではなく｢ゲバ｣の状況からみて

の標高をしめしていたように思える.

島がどのような経過のなかで沈没したかを明らかにす

るには周辺海域の調査が必要であることは勿論である

がそのほか隆起や陥没の地球科学的な仮説を組入れる

必要がある.

隆起や陥没の原因の大部分は断層に伴う地震と火

山活動に伴うものとが通説となっている.しかしこの

地域は火山に関する情報が皆無のこともあって火山

活動よりの陥没は考えられない.したがって地震活

動による推測が当をえているように思う.そこでこの

付近に起きた地震を調べてみると次のようなものがあ

る.

ここで取りあげたイキマ島は北

緯24.25｡東経125.25｡南北2km一

束酉4たmで両者の引用した地図

とも同じであるがこの島の北東方

向に小島がみられることから2つ

の島から出来ていたように思われる.

島の周辺は火山地域という推定が

なされていない現時点では島尻層

群の上に琉球石灰岩がのっているよ

うな宮古周辺の島々と同様な地質

条件下にあるものと推定される.

そして賀同氏の引用した地図にある

｢ゲバ｣から周辺は10～30n■内外

の断崖が一部にみられることが予想

される.このようにイキマ島は

八重子瀬のような

海面上にかなり

したがってこの

このうち特に明和8年3月10目(西暦1771)の地震は

南西諸島最大の津波(史上四位にランキングされる波高

85皿の大津波であった)が起り死者11,941名を出した

琉球歴史のなかで特記すべきものである.またこの近

海でもっとも大きな地震は明治44年6月15目(1911)

のM8.2を記録した喜界島近海のものがある.このう

ちとくに明和の地震は震源地も近く何らかの形でイ

キマ島に変化をあたえたように考えられる･特に津波

は余りばらつくことがなく一個所に集中する傾向があ

ることから明和以前にも何回かの津波の発生があっ

たように推測される.このこと立証するかのごとく

宮古島の迷信のなかに便所を母屋から離して独立させて

津波にそなえている.この津波はリニヤ湾に起きた

史上最高(波高520m)に比較して小さいものであるが

湾外で起きたものとしてはその類をみないであろう.

この津波と直接結びつけてよいかどうかは疑問である

第15図織困武雄氏の地図の歴史より�
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が宮古島与那覇の前山南西の方向に大和墓と伝えら

れている墓地があって古老の話しによると昔の津波

で東方の人々が与那覇海岸に死体となって漂着したので

部落民がこの付近に納骨したらしいとのことである.

その石碑には｢乾隆36年3月10日大波宮国新里

砂川友利｣と彫刻されている.この石碑は明らか

に明和の大津波碑であるがどのような理由で大和墓と

呼ばれるのか疑問がわく.しかもその付近には東南

アジア系と思われる陶器類の破片が多くみられることで

倭憲遺跡と考えられており大和墓と大津波の碑文が混

同しているようにも考えられる.したがってイキマ島

は何度かの津波をへて長v'期間にわたって沈没してい

たようにも思える.そして古い時代には鼻もここで

示したものより大きな島で平和な人々の生活もあった

ようにも思考される.

小松左京氏のSF小説｢日本沈没｣ではないが世界

の多くの都市や島々が地球上から姿を消し多くの文化

や民族が依然として謎につつまれている･とくにプ

ラトンのアトランチス大陸にまつわる伝説やアドリア

海工一ゲ海にあった多くの古代都市と失われた文明

や消えた民族らの謎は現代におけるミステリｰであ

るとともに多くの学問的思索の場でもある･

地震国日本でも昭和新山や明神礁の事件や最近で

は西之島新島のように単期間で新しい山が出来たり

一夜にして没した島の記録もある.とくに爪生島は

現在の別府湾にあった南北2km東西4kmの小さい島

で良い湾があったので古くから港町として繁栄してい

たらしいが慶長元年(1596)7月12目に豊後に起きた

地震(M7.0)の大津波で一夜のうちに島の大部分が沈没

し708人の死者をだした悲劇の小島の記録が｢大目本

地震史料｣にのっている.この島のあった地域は現

在別府湾のなかでもっとも深い場所になっている.

ここで取り上げたイキマ島はよくありそうた伝説と

か物語りにはまったくでてこ杜い.ただ明治初期から

大正末期にかけての地図に明瞭に記されている島であっ

て現実には陰も形もない島である.したがって実在

したかあるいは古代民族が常時い

だいていた東方浄土観の思索の中

でえがいた島なのかいぜんとして

謎である.

第16図

海没する前の瓜生島の地図

(大目本地震史料による)

第17図

宮古島周辺の海図琉球海

溝の前面による｢宮古島海

台?｣がプレｰトテクトニ

クスの中でどのよう柱位置

ずけをするのかさらに琉

球前脚弧と琉球弧とのほぼ

中間にある琉球弧の方向を

示す陥沈地形がよくわかる

この陥沈地形はイキマ島を

沈めるナゾがあるかも知れ

ない､�


